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東京外かく環状道路（関越道～東名高速）沿線区市長意見交換会（第６回）議事概要

１．日 時： 平成１８年４月１７日（月） １８時００分～１９時００分

２．会 場： 東京都庁第一本庁舎北側４２階 特別会議室Ｂ

３．出 席 者： 志村 練馬区長、小林 杉並区助役（区長代理 、邑上 武蔵野市長）

清原 三鷹市長、長友 調布市長、矢野 狛江市長、熊本 世田谷区長

門松 関東地方整備局長、柿堺 東京都都市整備局長

（１）報告

・首都圏三環状道路とりわけ外環は、都心に集中する通過交通が引き起こす渋滞、それによる二

酸化炭素等の排出、渋滞を避けて生活道路に入り込んだ車が引き起こす交通事故の増加などの

諸問題の解決に大きな役割を果たす。さらに都市再生や防災性向上に貢献する、首都圏全体に

とって重要な道路。

・昭和４１年に高架構造で都市計画決定されているものの、現在まで事業化されていない。

・平成１３年１月に石原都知事と扇大臣が現地視察、同年４月に地下構造を前提とした計画のた

たき台を提案。以来、約５年間、構想段階から話し合いを進めてきた （話し合いを始めてか。

ら延べ約３３０回）

・昨年９月に計画の具体化に向けた「考え方」を公表して以降、具体的な道路計画の「概念図」

や「環境への影響と保全対策」を公表し、沿線各地で約４０回にわたり「意見を聴く会」等を

開催。各区市では、議会等へ報告し、議論をしていただいている。

・このような意見を聴きながら、都市計画変更案及び環境影響評価準備書をまとめる準備を行っ

ているところ。

・地上部に計画されている外環ノ２については、外環本線とは切り離して、引き続き沿線住民の

皆様の意見を聴きながら検討を進めてまいりたい。

（２）意見交換

（練馬区長）

・練馬区としては、区としての立場のみならず、首都圏を構成する自治体としての立場から必要

な意見をこれまでにも申し上げてきた。

・外環の必要性については、総じて合意が図られてきたと認識している。

・現在、外環が大泉で止まっている不自然な状況により、周辺地域はもちろんのこと、区内の交

通ひいては都内の交通に様々な問題を引き起こしている。

・大深度地下を活用した外環の早期整備がぜひとも必要であり、進めてほしい。

・青梅街道インターチェンジについては、将来に禍根を残さないためにも、フルインターチェン

ジによる整備が必要であると考えている。

、 、 、・ただし インターチェンジを設置する地域については 緑豊かな環境の創出などに配慮しつつ

少しでも多くの方の理解と協力が得られるよう十分な対策をとっていただきたい。

・その上で、今後の手続きについては、国、都の責任において進めていただきたい。

・地上部街路の取り扱いについては、適切なスケジュール管理のもと、積極的に議論を行い早期

に結論を出していくことを強く望む。

・また、西武新宿線の立体化などの周辺基盤整備や上石神井地区などのまちづくりについても推
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進していく必要があると考えている。あわせて、生活再建救済制度についても、中断すること

なくその適切な運用が求められる。これらについても十分な対応をお願いしたい。

（杉並区長（代理：助役 ））

・外環については、大深度地下方式により、早く、安くつくることが重要と考えている。

・青梅街道インターチェンジについては、外環本線を整備すれば、インターチェンジが設置され

なくとも、国のデータに示されているとおり、環状８号線の渋滞解消効果が期待でき、また、

ハーフインターの整備に多額の費用がかかることなど、設置の必要性は低いと考えている。

・仮に、国及び都が練馬区側にインターチェンジを設置するとしても、これに伴う通過交通の流

入や交通渋滞などの交通問題と、善福寺池や地下水脈への影響など、住環境に関し、影響と対

策を明らかにするよう強く要望する。

・今後の進め方については、区民が安心できるように丁寧に行っていただきたい。また、地上部

街路の外環ノ２については、都は地元の意見を十分にふまえて、慎重に取り扱うよう強くお願

いする。

（武蔵野市長）

・外環本線に関し、首都圏域の道路交通機能という面においては、都市計画上の必要性について

基本的に認識しているが、大深度を活用した場合の地下水や排気ガス等の環境面、地震時や事

故時等の安全性等については十分に検討し、不安を抱えている住民が安心できるよう努めても

らうことが、外環整備の前提。

・地上部街路（外環ノ２）については、吉祥寺の良好な住宅地を分断するため、まちづくり面・

環境面からは、現時点では必要ないという認識である。

・国・都は情報提供を十分に行うとともに、地元との対話を重視し、より一層住民との対話を継

続し、丁寧なプロセスを踏んでいただきたい。計画案の公表に際しては、突然計画案を出すこ

とのないようにしてほしい。

（三鷹市長）

・三鷹市は従来より、国及び都が説明する外環の必要性については一定の理解をしてきた。しか

し、外環の整備により沿線区市の中では最も大きな影響を受ける。現状では都市計画道路など

の周辺都市インフラの整備が不十分であり、そのまま外環を受け入れられる状況ではない。三

鷹市が新たに抱える課題や問題点について、具体的な解決策や客観的なデータの提示など、引

き続き慎重な検討をお願いしたい。

・三鷹市では、昨年９月以降、議会や関係審議会、助言者会議などにおいて、三鷹市のまちづく

りにどのような問題があるか鋭意検討を積み重ね、この３月には「三鷹市の基本的な考え方」

をまとめている。

・また、今月中には外環計画に対する市としての要望書も提出することにしている。４月２１日

に市の都計審に諮り正式に決定し、早い段階で出したいと考えているので、誠意ある回答を求

めたい。市としても、その内容について市民に対し説明していくので、こうした市のスケジュ

ールも十分配慮してほしい。

・今後も国及び都には、市民の疑問や懸念に応えるべく、課題に対する解決策やデータの提供な

ど、今後も外環の整備により環境、交通対策、土地利用など大きな影響を受ける地域の立場を

充分に踏まえて、慎重に取り組んでいくことを約束していただきたい。今後とも、影響が大き
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ければ計画を止めることもありうる、との真摯な態度で進めてほしい。

（調布市長）

・外環については、これまでPI沿線協議会や沿線会議などで市民意見を聴きながら進めてきたこ

と。また、昨年９月に公表された外環の必要性、インターチェンジ及び周辺のまちづくり検討

を進めるなど基本的な考え方については一定の評価をしている。ただし、市民生活及び自然環

境などの影響を最小限に留めることが必要不可欠である。

・市域の課題である道路ネットワークの形成、緑ヶ丘のいわゆる三日月地域における地域分断等

の対策、環境対策及び防災性の向上などの解決に向け、国及び都の積極的な取り組みと調布市

への支援策を要請する。

・現在進められている生活再建救済制度による買取りについては、大深度区間を含め生活設計に

支障がある市民からの希望が多く、引き続き、必要な財源を確保し、適切な対応を要望する。

・特に市民生活への影響が危惧されている環境問題や地域分断などについて、隣接市との連携の

もと、もっと具体的に議論していくことが望ましと考えている。あわせて、市民の理解が得ら

れるよう、話し合いの場を設けるなど積極的かつ丁寧な情報交換を要望する。

（狛江市長）

・大深度トンネルが地下水に与える影響、地震など災害や事故に対する安全対応などについて十

分留意し検討し、住民に情報提供してほしい。

・ＰＩに関しては、反対者を切り捨てるのではなく、一致点を見出すよう、合意形成の努力をし

てほしい。外環のような大事業で、PIが合意形成にどれだけの役割を果たせるのか、注目して

いる。

・交通量などのデータは、正確性が求められる。本四架橋など他の事業で見込み違いが見られる

が、判断を誤る虞がある。将来の負担となることのないよう、十分検討してほしい。

（世田谷区長）

・外環は、広域的な視点から首都圏に必要な道路であるとともに、世田谷区にとっても環状８号

線等の幹線道路の渋滞の緩和、大気環境等の改善が期待できるため、地下化を前提として早期

の整備が必要であると考える。

・野川・国分寺崖線などの貴重な環境を踏まえ、世田谷区の自然環境の保護及び保全並びに生活

環境への影響について特段の配慮をお願いしたい。

・東名高速道路以南の早期整備は重要であり、具体的な取り組みを早急に進めていただくことを

強く要望する。

・周辺の都市計画道路の整備を始めとした地域の街づくりについても、国や都による支援及び協

力について特段の配慮をお願いしたい。

・また、区民にわかりやすく丁寧に説明するとともに、地域ＰＩを活用するなど地域の意見を聴

く機会を十分に設け、区民の理解を得る努力を続けていただきたい。

・外環が周辺環境と調和した高速道路として、また、住民からも歓迎される道路として整備が進

むようお願いする。

（国土交通省）

・外環の必要性については、概ねご認識いただいた。
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・ご懸念されている、外環による沿線地域への影響については、十分配慮していく。十分な環境

対策を講じ周辺環境に調和した計画としたいと考えている。

・各地域の環境問題については、地元の方々の意見を聴きながら対策を講ずるとともに、極力沿

線への影響を少なくするよう努力していく。

・今後もPIを続け、丁寧に進めていきたい。

・頂いた意見を十分に尊重しながら、また、引き続き地元の意見を聴きながら外環計画の具体化

を早急に図ってまいりたい。

（東京都）

・国と一緒に、自らの問題として都民に説明してきた。

・外環本線の整備の必要性については、概ね理解が得られた。

・環境に対する配慮や地元対応について、責任ある丁寧な取り組みをしていく。

・外環整備とあわせて、地域の課題・要望について、国と連携してできる限りの支援をしていき

たい。

・外環ノ２では、３つの検討の方向に基づいて、本線の具体化を踏まえて検討していく。

・国と一緒になって、引き続き、丁寧でわかりやすく、きちんとした説明を行い、進めていきた

い。

以上


